
     

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  足立区教育委員会より野々村前会長へ感謝状授与 

 

2 開会の言葉  荒川 泰男 副会長 

 先生方との意見交換会、皆様ご苦労様でした。時間が足りないところはありましたが、始めることに意義がありますので、

今後も続けていけたらと思います。足立区の規制緩和で、地域センターでもイベントや会合などが緩和されつつある。今までとは

違った生活を余儀なくされているが、頑張ってやっていきたいと思います。 

3 委員委嘱  足立区教育委員会 学校支援課地域連携担当係長 三ヶ島 誠次男 様 

 公務のため、欠席となりました。 

 

4 委任状 長門南部町会会長代行 今坂様への委任及びご挨拶 

 

5 会長挨拶  井門 明洋 会長 

 本日、皆様に出席いただきましたので、今年度どのように進めていくか各部で、話をして発表いただきたいと思います。また、

先日土曜日に先生方とお話しででき、やはり学校のことがわからないとなにができるかがわからないということと、あくまで開

かれは学校側で何をしてほしいということをお話してなにができるか、前回校長先生から見守りと挨拶運動との要望があり、そ

れに関して各部で実施するにはどうしたら良いか話し合いをしながらすすめていければと思います。よろしくお願いします。 

 

6 校長挨拶・趣旨説明  上岡 祥邦 校長 

   みなさん、こんばんは。長門南部町会より今坂さんにご参加いただきました。十二中の学域が南北広がっているので、できる

だけどの地域からも参加していただきたいと思っています。また、台風 19 号以降、今坂さんが中心になって進めていた CTL

（コミュニティータイムライン）に学校生徒も関わらせることができるようにしたいと思っています。例えば日中、子どものい

る時間帯に災害が発生し、学校が避難所になった場合、高校生が中学生より知力も体力も上回っているためいろいろとお手伝い

ができますが、やはり災害時には大きな力になってくるのは中学生かなと思います。まだまだ子どもですが、危険にさらしてい

いのかという議論はあります。水害の場合は大谷田地区では、中川東小学校が避難所になりますが、１８地区がやっている水防

対策に十二中の生徒も関わらせていただいて、いざという時に一翼を担う人材の育成、地域としての宝として育てていきたい

と、また、地域に貢献できる子ども達にしていきたいと思います。 

 

                                             令和 4年 10月吉日 

 

                                          足立区立第十二中学校 

 開かれた学校づくり協議会 

会長 野々村 誠   

協議会だより 

令和 4 年度開かれた学校づくり協議会は、各自治

会長、同窓会、校長、副校長、PTA顧問、PTAな

ど、34名の委員で活動を行います。9月 15日に

第 2 回の開かれた学校づくり協議会を開催し、今

年度の活動方針を決めました。 

 

 

 

 

 

 

教育委員より 上岡校長から受け取る 野々村前会長 



 

先ほど、会長と副会長からもありましたが、先週の土曜日にお集まりいただいて先生方との意見交換会が行われました。しか

し、試験前ということもあり、また部活の新人戦や研修等ですべての教員がそろわず、大変失礼いたしました。今後も引き続き

機会を設けていただきたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

6 議題 

(1)学校状況報告について  上岡 祥邦 校長 

 ・学校状況報告： 

    夏休み前の 7 月 12日～14 日まで 3 年生が京都奈良に修学旅行に行って参りました。 

    9 月 28 日に男子 17 名、女子 16 名の合計 33名選出して舎人の陸上競技場で足立区連合陸上大会が行われます。現在、

部活と両立しながら練習を行っています。陸上部を受け持てる教員が配置されましたので、陸上部は再度復活となります。 

    10 月 19 日から 1年生の魚沼の自然教室があります。 

次回の学芸展覧会は、今年度も引き続きコロナの影響で準備にかける時間が取れないため、昨年同様、授業における学習成

果物、作品の展示となり、12 月の三者面談の際に実施させていただきます。 

来年 1 月 18 日にキャリア教育の一環として、2 年生の学活授業、研究発表と、3 年間本校の先生方の研修の面倒をみて

いただいた関本先生のご講演という形で研究発表を実施する予定です。次回、詳細をご案内させていただきますので、ぜひ、

皆さんもお時間のご都合がつけば足をお運びいただければありがたいです。 

7 各部会の活動対応報告 

  ・評価部会 

学校で評価されたアンケートをふまえ、ある程度内容をとりまとめていただき、その内容を精査し、意見を述べさせていた

だきます。 

・家庭教育部会 

挨拶、見守り運動の実施（年 6 回）  

毎月１回 7 月 55 分～8時 20 分まで ８名を２部に分けて実施します。 

（9 月 26 日、10 月 1７日、11 月 21 日、12 月 1９日、1 月 16 日、2月 20 日） 

  ・土曜事業部会 

サタデースクールには、校長先生及び副校長先生のどちらかに出席していただきたいと思います。 

いろいろな方々から寄付をいただき、その寄付をどのように使うか議論しました。過去問や参考書も良いですが、個別に見

てあげることを配慮しながら、1 人でも勉強できるような本を購入したいと考えています。 

皆勤賞などは現行通りに実施します。 

  ・広報部会 

開かれだよりを作成します。（本日の議事作成：滝沢、写真：田村） 

 

８ 閉会の言葉  浦山 太市 副会長 

マスクの問題や標準服の問題など難しい時代になったような気がしています。学校はその中でやっていかないといけない。

働き方改革や部活の問題など、様々な課題に対応していかなければいけない。そういう困っていることを開かれたでどのよう

に応援できるかということ、今までの活動の延長、あるいはまったく新しい活動を考えながら、学校をサポートしていくとい

うことを、皆さんと知恵を合わせてやっていければいいと思っています。お疲れさまでした。 

 


